
カ
ラ
ト
ラ
バ
の
設
計
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
一
二
月

に
開
館
し
、
翌
年
開
催
さ
れ
た
リ
オ
五
輪
で
は
、

博
物
館
周
囲
の
回
廊
が
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
一
部

と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
博
物
館
の
い
ち
ば
ん

の
特
徴
は
、
モ
ノ
よ
り
も
ア
イ
デ
ア
を
展
示
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。博
物
館
の
名
称
で
あ
る「
明
日
」

と
は
地
球
の
未
来
の
こ
と
で
、
来
館
者
は
地
球
環

境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
考
え
る
よ
う
に
促
さ
れ
る
。

展
示
の
構
成

わ
た
し
は
二
〇
一
八
年

一
〇
月
一
二
日
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
の
聖
母
の

祝
日
に
訪
問
し
た
。
博
物
館

前
の
広
場
に
は
入
場
券
を
買

い
求
め
る
家
族
連
れ
や
観
光

客
の
長
い
列
が
で
き
て
い
た
。

な
か
に
入
る
と
、
正
面
に
球

形
の
ス
ク
リ
ー
ン
が
あ
り
、

地
球
の
気
候
帯
、
海
流
の
動

鈴
す ず

木
き

 紀
もとい
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地
球
の
大
気
を
攪か
く

拌は
ん

す
る
巨
大
な
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
。
こ
の
博
物
館
を
眺
め
た
と
き
の
わ
た

し
の
印
象
だ
。「
明
日
の
博
物
館
」
は
ブ
ラ
ジ
ル
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
の
中
心
部
、
グ
ア
ナ
バ
ラ

湾
に
突
き
出
た
桟
橋
の
上
に
あ
る
。
奇
怪
な
白
亜

の
建
物
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
建
築
家
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

え
ば
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
項
目
で
は
、
特

定
の
集
団
や
文
化
に
所
属
す
る
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る

人
間
に
共
通
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
。

同
時
に
、
赤
い
服
を
着
た
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
宮
殿
の
衛
兵
た
ち
、
水
色
の
手
術
着
を
着
た

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
外
科
医
た
ち
、
そ
し
て
濃

紺
の
ス
ー
ツ
を
着
た
若
者
た
ち
が
整
列
す
る
日
本

企
業
の
入
社
式
等
の
写
真
が
並
び
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
単
位
や
そ
れ
を
表
出
す
る
手
段
が
多
様
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
二
は
、
展
示
場
最
後

の
「
我
々
」
セ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
木
製
ド
ー
ム
の

中
央
に
立
つ
チ
ュ
ル
ン
ガ
と
よ
ば
れ
る
柱
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
中
央
部
の
先
住
民
族

た
ち
が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
儀
礼
用
の
祭
具
だ

が
、
こ
こ
で
は
世
代
間
の
知
識
の
継
承
、
お
よ
び

人
類
と
そ
の
文
化
の
連
続
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

置
か
れ
て
い
る
。
来
館
者
は
こ
の
柱
を
見
な
が
ら
、

博
物
館
の
展
示
を
振
り
返
り
、

一
人
一
人
が
ど
の
よ
う
に
地
球

の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
か

を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

民
族
学
展
示
の
可
能
性

思
い
起
こ
せ
ば
、リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
は
一
九
九
二
年
に
第
一
回

国
連
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
た
場
所
で
あ
る
。
経
済
成
長

に
よ
る
物
質
的
な
繁
栄
と
い
う

近
代
的
な
価
値
が
再
考
さ
れ
、

等
の
デ
ー
タ
を
入
れ
て
い
く
と
、
そ
の
生
活
を
全

人
類
が
お
こ
な
う
場
合
に
、
地
球
が
何
個
必
要
か

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
人
間
一
人
当
た
り
の

自
然
環
境
へ
の
依
存
度
を
面
積
で
示
し
た
指
標
）
の

数
値
が
簡
易
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
算
出
さ
れ
る
の

だ
。
わ
た
し
も
や
っ
て
み
た
が
、
地
球
二
･
七
個

分
と
い
う
数
字
に
驚
き
ょ
う

愕が
く
し
た
。

人
類
の
文
化

「
明
日
の
博
物
館
」
に
は
、
少
な
く
と
も
ふ
た
つ

の
点
で
民
族
学
の
発
想
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、

「
地
球
」セ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
の「
思
考
」コ
ー
ナ
ー

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
地
球
の
生
物
多
様
性
と
と
も

に
、
人
間
の
普
遍
性
と
文
化
的
多
様
性
を
見
つ
め

よ
う
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
、
人
間
生
活
に
か
か
わ

る
基
本
的
な
概
念
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
例

き
、
か
つ
て
の
大
陸
移
動
の
経
路
等
が
投
影
さ
れ

て
い
た
。
常
設
展
示
場
は
、「
宇
宙
」「
地
球
」「
人じ

ん

新し
ん

世せ
い
」「
明
日
」「
我
々
」
の
五
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
な
る
。
は
じ
め
に
宇
宙
と
地
球
の
成
り
立
ち
が

示
さ
れ
た
後
、展
示
の
中
心
を
な
す
の
は「
人
新
世
」

セ
ク
シ
ョ
ン
だ
。
人
新
世
と
は
オ
ラ
ン
ダ
人
化
学

者
パ
ウ
ル
・
ク
ル
ッ
ツ
ェ
ン
が
提
唱
し
た
概
念
で
、

二
〇
世
紀
半
ば
以
降
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
地

球
環
境
が
激
変
し
、
あ
ら
た
な
地
質
時
代
が
は
じ

ま
っ
た
と
す
る
考
え
方
に
基
づ
く
。
展
示
場
で
は
、

マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
で
現
代
の
人
間
活
動
と
そ
の

環
境
へ
の
影
響
が
わ
か
り
や
す
く
描
か
れ
て
い
た
。

続
く
「
明
日
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
わ
た
し

た
ち
自
身
が
地
球
環
境
に
ど
れ
ほ
ど
の
負
荷
を
か

け
て
い
る
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
情
報
端
末

の
前
で
、
一
週
間
に
肉
や
魚
を
食
べ
る
回
数
、
自

家
用
車
を
運
転
す
る
頻
度
、
エ
ン
ジ
ン
の
排
気
量

一
際
目
立
つ
前
衛
的
な
外
観
を
呈
し
た「
明
日
の
博
物
館
」は
、
今
や
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
の
新
し
い
名
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
最
新
の
映
像
技
術
を
駆
使
し
た
展

示
に
は
、
来
館
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
が
随
所
に
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

提
示
さ
れ
る
わ
た
し
た
ち
の「
明
日
」の
姿
と
は
。

環
境
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
持
続
可
能
な
開

発
の
実
現
方
法
が
議
論
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
い
わ

ば
人
類
史
の
転
換
点
と
な
っ
た
会
議
が
開
か
れ
た

都
市
に
、
こ
の
博
物
館
は
建
つ
べ
く
し
て
建
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
う
し
た
博
物
館
の
な
か
に
民
族
学
的
な
展
示

が
あ
る
こ
と
に
、
違
和
感
を
覚
え
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
地
球
環
境
の
保

全
の
た
め
に
は
、
科
学
的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、

人
類
の
文
化
的
多
様
性
を
踏
ま
え
て
諸
民
族
の
叡え
い

智ち

を
結
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
の
だ
と
わ
た
し
に
は
思
わ
れ
た
。
そ
の

意
味
で
は
、「
明
日
の
博
物
館
」
は
民
族
学
の
重
要

性
を
今
日
的
な
文
脈
の
な
か
で
再
評
価
し
た
博
物

館
と
い
う
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

「明日の博物館」正面入り口（写真はすべて2018年撮影）

人造湖越しに海を臨む博物館の先端部

「思考」コーナーのアイデンティティに関するパネル

明日の博物館
Museu do Amanhã／ブラジル

博物館内部の地球スクリーン

16   17    2019 年 3月号


